
 
 
 
 
 

 

             
 
 
 
 

１ 

  

二
〇
一
七
年
夏
、
上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
を
訪
れ
た
。
か
ね
て
興
味
を
抱
い
て

い
た
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
画
家
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
（
一
五

二
七
―
九
三
年
）
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
は
一
五
六
二
年
、
ハ
ッ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
（
フ
ェ
ル
デ
ナ
ン
ド
一

世
、
続
い
て
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
、
ル
ド
ル
フ
二
世
）
の
宮
廷
画
家
と
な
り
、
ウ

ィ
ー
ン
、
後
に
プ
ラ
ハ
で
、
多
く
の
絵
画
を
描
い
た
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン

を
提
供
し
、
優
れ
た
素
描
画
を
残
し
た
。
ま
た
、
博
物
館
に
出
入
り
を
許
さ
れ
、
世 

             

界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
動
物
の
剥
製
や
植
物
を
描
い
て
、
名
を
轟
か
せ
た
。
そ
の
絵

は
正
確
無
比
で
あ
り
、
本
物
に
比
べ
遜
色
が
な
い
ほ
ど
精
妙
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、

学
問
的
な
植
物
学
や
博
物
学
の
書
物
に
も
転
載
さ
れ
た
ほ
ど
だ
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の
画

家
と
し
て
デ
ッ
サ
ン
の
腕
は
確
か
で
あ
る
。 

 

宮
廷
画
家
と
な
っ
て
間
も
な
く
、
野
菜
や
果
物
、
魚
、
動
物
な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
、
人
物
の
顔
や
肖
像
を
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
寄
せ
絵
」
を
発
明
し
た
。 

 

た
と
え
ば
、『
春
』
、『
夏
』
、『
秋
』
、『
冬
』
の
四
季
連
作
（
一
五
六
三
年
）
や
、
そ

れ
ら
に
対
応
す
る
『
地
』
、『
水
』、
『
火
』
、『
風
』
の
四
元
を
象
徴
し
た
絵
画
（
一
五

六
六
年
）、
そ
の
他
、
『
ウ
ェ
ル
ト
ゥ
ム
ヌ
ス
に
扮
す
る
ル
ド
ル
フ
二
世
』
、
『
フ
ロ
ー

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

第
五
三
号 

（
二
〇
一
八
年
三
月
十
五
日
） 

 

創
造
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
 
 

 A B
rief E

ssay on the M
ystery of C
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野
上

勝
彦
 

N
OG
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ko
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ラ
』
、
『
庭
師
』
、『
法
律
家
』
、
『
司
書
』
な
ど
が
名
高
い
。
連
作
は
展
覧
会
で
も
目
玉

と
し
て
展
示
さ
れ
、
そ
の
異
彩
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
後
世
、
シ
ュ
ー
ル
リ

ア
リ
ズ
ム
の
代
表
で
あ
る
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
が
影
響
を
受
け
た
逸
話
で
も
知
ら

れ
る
。
ま
こ
と
に
感
銘
の
深
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
寄
せ
絵
で
あ
る
が
、
共
通
す
る
特
徴
は
、
一
つ
一
つ
の
野
菜
、
果
物
、
そ
の

他
の
被
描
写
物
が
、
堅
実
な
リ
ア
リ
ズ
ム
で
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

作
品
を
見
て
も
、
色
と
い
い
、
筆
使
い
と
い
い
、
画
家
の
優
れ
た
技
術
が
一
目
で
見

て
取
れ
た
。
と
は
い
え
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
別
に
ア
ル
チ
ン
ボ
ル

ド
に
限
ら
ず
と
も
、
い
く
ら
で
も
素
晴
ら
し
い
画
家
は
い
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
ン
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
肝
心
な
点
は
、
一
個
一
個
の
野
菜
、
果
物
、

動
物
、
魚
類
な
ど
が
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
人
物
の
顔
に
な
っ
た

り
、
肖
像
に
な
っ
た
り
す
る
配
置
の
妙
、
組
み
合
わ
せ
の
妙
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
こ
に
は
あ
る
意
図
（
主
に
皇
帝
た
ち
へ
の
賞
賛
）
が
籠
め
ら
れ
て
お
り
、
寓

意
画
と
し
て
傑
出
し
た
作
品
と
な
り
お
お
せ
て
い
る
。
新
た
な
意
味
を
生
み
出
し
た

わ
け
だ
。

（1）

 

 

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
は
伝
統
的
な
絵
画
で
は
ま
っ
た
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
こ
の
寄
せ
絵
で
今
日
で
も
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
。『
法
律
家
』
と
『
庭

師
』
が
出
色
だ
と
思
う
が
、
独
創
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。 

 

絵
画
で
独
創
的
と
い
う
な
ら
、
他
に
も
思
い
付
く
。
一
九
世
紀
と
時
代
は
新
し
い

も
の
の
、
た
と
え
ば
、『
嫁
と
義
母
』
、『
兎
と
ア
ヒ
ル
』
、『
ル
ビ
ン
の
壺
』
な
ど
の
隠

し
絵
、
探
し
絵
、
騙
し
絵
は
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
（
ト
ロ
ン
プ
・
ル
イ
ユ
〔
仏
〕）
の

一
種
で
は
あ
る
が
、
単
に
変
種
や
変
わ
り
も
の
趣
味
と
い
う
に
留
ま
ら
な
い
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。
本
邦
で
は
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
に
影
響
さ
れ
た
ら
し
い
歌
川
国
芳
（
一

七
九
八
―
一
八
六
一
年
）
の
寄
せ
絵
（
鳥
羽
絵
）
が
良
く
知
ら
れ
る
。
浮
世
絵
に
西

洋
画
の
陰
影
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の
複
製
な
ど
を
見
る

機
会
が
あ
っ
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
、
日
本
に
も
存
在
し
た
寄
せ
絵
の
手
法
を
完
成

さ
せ
た
も
の
か
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
奇
想
と
大
胆
さ
で
名
を
馳
せ
た
。 

 

も
う
一
つ
は
、
ハ
ン
ス
・
ホ
ル
バ
イ
ン
―
―
一
五
二
四
年
以
来
、「
死

の

舞

踏

ダ
ン
ス
・
マ
カ
ー
ブ
ル

」

を
テ
ー
マ
と
し
た
連
作
版
画
が
何
度
も
版
を
重
ね
た
―
―
の
『
大
使
た
ち
』（
一
五
三

三
年
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ア
ナ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
、
す
な
わ
ち
歪
み
絵
で
あ
ろ
う
。

角
度
を
変
え
た
り
、
円
筒
に
投
影
さ
せ
た
り
し
て
初
め
て
正
常
な
本
来
の
形
が
見
え

る
よ
う
に
な
る
技
法
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
、
画
家
た
ち
が
独
自
性
を
出
そ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
跡
が
鮮
明
に
読

み
取
れ
る
。 

  
 
 
 
 

２ 

  

こ
こ
で
、
当
然
な
が
ら
、
一
つ
の
問
い
が
浮
か
ぶ
。 

 
独
創
と
は
何
か
。 

 

こ
う
訊
か
れ
て
即
答
で
き
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
で
あ
ろ
う
。
絵
画
に
限
ら
ず
一

般
に
、
独
創
性
と
は
、
ひ
い
て
は
創
造
す
る
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
事
象
で
あ

ろ
う
か
。 
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創造の謎をめぐって 

 

取
り
あ
え
ず
、
辞
書
の
定
義
を
探
っ
て
み
れ
ば
、
『
広
辞
苑
』（
第
六
版
、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、「
独
創
」
の
項
に
、「
模
倣
に
よ
ら
ず
、
自
分
ひ
と
り
の

考
え
で
独
特
の
も
の
を
作
り
だ
す
こ
と
」
と
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、

一
九
七
五
年
）
を

繙
ひ
も
と

い
て
も
、「
・
・
・
模
倣
に
よ
ら
な
い
で
、
自
分
の
考
え
で
物

事
を
は
じ
め
る
こ
と
。
自
力
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
を
つ
く
り
出
す
こ
と
」
で
あ

る
。
一
見
し
て
言
葉
の
曖
昧
さ
が
目
を
射
る
で
あ
ろ
う
。「
自
分
（
ひ
と
り
）
の
考
え

で
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
内
容
で
あ
る
の
か
。 

 

人
間
は
、
あ
る
時
代
に
産
ま
れ
、
し
か
も
あ
る
文
化
圏
に
生
き
る
者
で
あ
る
か
ら
、

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
無
意
識
の
う
ち
に
周
囲
の
文
化
な
い
し
伝
統
に
条
件
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
条
件
に
縛
ら
れ
な
い
も
の
を
独
創
と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か

他
所
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
宇
宙

の
果
て
か
ら
持
っ
て
く
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。「
自
分
の
考
え
で
」
と
は
い
え
、
文

化
、
伝
統
の
下
で
、
と
い
う
縛
り
は
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

次
い
で
、「
独
創
性
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
は
、「
芸
術
作
品
な
ど
の
表
現
・
過
程
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
独
自
の

新
し
い
性
格
・
気
分
」
と
す
る
。
一
気
に
「
芸
術
作
品
な
ど
」
と
範
囲
が
絞
ら
れ
て

く
る
。
他
に
、
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
、
『
大
辞
林
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
、『
新

明
快
国
語
辞
典
』（
第
三
版
、
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）
で
も
、
大
同
小
異
で
あ
る
。 

 

辞
書
の
上
で
は
大
差
な
い
中
で
、『
日
本
大
百
科
全
書
：
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』（
小
学
館
、

一
九
八
四
―
九
年
）
―
―
以
下
『
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』
と
略
称
―
―
が
最
も
紙
幅
を
割
い

て
い
る
。「
独
創
性
」
、
す
な
わ
ち
、 

 

originality 

英
語  

originalité 

フ
ラ
ン
ス
語  

O
riginalität 

ド
イ
ツ
語  

主
と
し
て
芸
術
作
品
に
つ
い
て
、
傑
出
し
た
も
の
の
基
準
の
一
つ
と
さ

れ
る
概
念
で
、
芸
術
家
の
並
は
ず
れ
た
創
作
力
が
作
品
の
う
ち
に
記
す

新
し
い
、
類
例
の
な
い
、
個
性
的
な
性
格
を
い
う
。
現
代
で
は
「
新
し

さ
」
が
文
化
の
一
般
的
価
値
基
準
と
な
り
、
芸
術
や
そ
の
周
辺
現
象
は

も
と
よ
り
、
倫
理
、
宗
教
、
思
想
、
政
治
に
お
い
て
さ
え
、
新
し
い
も

の
が
追
い
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
に
あ
わ
せ
て
、
創つ

く

り

手
の
側
も
「
違
い
を
出
す
」
こ
と
に

汲

々

き
ゅ
う
き
ゅ
う

と
し
て
い
る
。
［
佐
々
木

健
一
］ 

 

と
あ
り
、
芸
術
を
念
頭
に
置
い
た
定
義
に
始
ま
り
、
広
範
に
及
ぶ
概
念
規
定
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
む
や
み
に
「
新
し
さ
」
と
か
「
違
い
」
を
追
い
求
め
る
現
代
の
風

潮
が
批
判
さ
れ
て
す
ら
い
る
。
―
―
昨
今
、
知
識
や
創
造
力
の
搾
取
に
警
鐘
が
鳴
ら

さ
れ
、
知
識
創
造
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
の
分
野

で
も
知
識
探
求
型
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
條
和
生
）
―
―
。 

 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
四
世
紀
こ
ろ
の ‘origin’ 

の
派
生
的
意
味
は
、「
源
泉
」
に

属
し
て
い
る
こ
と
、
な
い
し
「
源
泉
」
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
（
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
英
語
辞
典
』
Ｏ
Ｅ
Ｄ
）
を
指
す
。「
源
泉
」
が
何
か
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
時
代
や
民
族
、
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
だ
。 

 

ま
た  ‘originality’  

と
い
う
派
生
語
が
最
初
に
記
録
さ
れ
た
の
は
、
一
七
四
二
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年
で
あ
る
。
著
作
権
法
が
制
定
さ
れ
た
年
が
一
七
一
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
独
創
性
と

い
う
概
念
は
比
較
的
新
し
く
、
そ
の
重
要
性
が
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。 

  

そ
れ
な
ら
「
創
造
」
と
は
、
何
か
。
再
び
、『
広
辞
苑
』（
第
五
、
六
版
）
で
は
、 

 

①
新
た
に
造
る
こ
と
。
新
し
い
も
の
を
造
り
は
じ
め
る
こ
と
。

模
倣
。

②
神
が
宇
宙
を
造
る
こ
と
。 

 

と
さ
れ
て
い
る
。
『
新
明
解
国
語
辞
典
』（
第
三
版
）
に
は
、 

 

①
神
が
宇
宙
や
、
人
間
・
動
物
の
祖
先
を
作
り
出
す
こ
と
。
天
地
創
造
。

模
倣
。
②
新
し
い
も
の
を
、
自
分
の
考
え
で
作
り
出
す
こ
と
。 

 

と
あ
る
。
岩
波
と
三
省
堂
で
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
聖
書
に
お
い
て
、

「
創
世
記
」
第
一
章
で
は
、
神
が
何
も
な
い
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
無
か

（2）

ら
宇
宙
を
創

り
だ
し
た
所
業
の
こ
と
で
あ
り
、
現
代
の
宇
宙
理
論
で
あ
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
の
基

礎
に
も
な
っ
た
。 

 

神
な
ら
ぬ
、
人
間
に
関
し
て
は
、
や
は
り
、『
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』
が
最
も
情
報
が
多
い
。

「
創
造
性
」
と
は
、「
新
奇
で
独
自
か
つ
生
産
的
な
発
想
を
考
え
出
す
こ
と
、
ま
た
は

そ
の
能
力
」
と
従
来
の
型
通
り
に
定
義
さ
れ
た
後
、
実
情
が
明
か
さ
れ
る
。 

 

創
造
性
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
そ

の
本
態
に
つ
い
て
明
快
な
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

  

な
に
か
由
々
し
き
事
態
の
よ
う
で
あ
る
。 

む
ろ
ん
、
哲
学
で
も
重
要
な
命
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ

は
古
く
か
ら
あ
る
。 

「
創
造
性
」
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
詩
人
が
霊
感
を
得
た
状
態
、
言
い
か
え
れ

ば
詩
の
女
神
か
ら
「
神
気
」
を
吹
き
込
ま
れ
た
状
態
は
、
神
が
か
り
、
狂
乱
、
す
な

わ
ち
、
あ
る
種
の
発
狂
状
態
だ
と
し
た
。

（3）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
反
対
に
、
理
性
的

で
目
的
を
も
っ
た
も
の
を
創
る
作
業
だ
と
説
い
た
。

（4）

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
〈
精
霊
に
従

っ
た
構
想
力
の
結
果
〉（5）

で
あ
る
し
、
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
で
は
〈
想
像
力
が
異
常

に
強
い
こ
と
で
、
我
を
忘
れ
る
能
力
だ
〉（6）

と
さ
れ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
も
〈
ア
ポ
ロ
ン
的

な
も
の
と
デ
ュ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
的
な
も
の
と
の
共
同
作
用
だ
〉（7）

と
、
比
喩
に
託
し
て
、

造
形
美
術
と
音
楽
と
の
融
合
（
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
）
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
三
者
三

様
、
意
見
は
大
き
く
隔
た
っ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
要
領
を
得
な
い
。
現
代
で
も
、
哲

学
的
な
統
一
見
解
な
ど
は
存
在
し
な
い
有
様
だ
（P

hilosophy of C
reativity, p. 4

）。

創
造
性
の
本
態
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
慨
嘆
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
特
徴
は
み
ら
れ
る
と
し
て
、
『
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』

に
は
次
の
よ
う
な
百
科
事
典
的
叙
述
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
高
次
の
創
造
性
―
―
た
と
え
ば
数
学
上
の
発
明
・
発
見
の
過
程
は
典
型
で

あ
り
、
比
較
的
型
に
は
ま
っ
た
位
相
を
追
っ
て
進
行
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
心

↕
↕
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理
学
者
ワ
ラ
スG

raham
 W

allas

（1858–1932

）
は
こ
れ
を
、（
１
）
準
備
、

（
２
）
孵
化

ふ

か

、（
３
）
啓
示
、（
４
）
検
証
の
４
段
階
に
分
け
た
。
第
一
の
準

備
は
、
創
造
者
が
解
決
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
の
論
点
や
資
料
を
探
索
し
て

懸
命
に
努
力
す
る
時
期
で
あ
る
が
、
多
く
は
熱
心
な
追
究
に
も
か
か
わ
ら
ず

行
き
詰
ま
り
を
感
じ
、
一
時
努
力
は
放
棄
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の
気
晴
ら
し
や

別
の
活
動
に
携
わ
る
。
こ
れ
が
孵
化
期
で
あ
る
が
、
そ
の
一
見
無
為
の
最
中

に
突
然
あ
た
か
も
他
者
が
頭
の
な
か
に
吹
き
込
ん
だ
よ
う
な
感
じ
で
解
決
が

訪
れ
る
。
こ
れ
が
、
第
三
の
啓
示
（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
期
で
あ

る
。
答
え
は
即
座
に
正
し
さ
が
確
信
さ
れ
、
そ
の
論
理
的
証
明
が
第
四
の
検

証
期
の
仕
事
と
な
る
。 

  

こ
れ
ら
四
つ
の
位
相
を
説
明
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
創
造
力
が
つ
く
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
よ
う
だ
。
続
け
て
先
に
進
ん
で
み
よ
う
。 

 

 

し
た
が
っ
て
、
第
一
に
、
創
造
性
は
突
然
真
空
か
ら
出
現
す
る
も
の
で
は

な
く
、
や
は
り
長
年
月
を
要
す
る
基
礎
的
学
習
と
い
う
努
力
に
加
え
て
、
当

面
の
問
題
へ
没
入
す
る
集
中
の
う
え
に
築
か
れ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
思
い
付

き
で
は
な
く
、
ま
し
て
無
知
や
白
紙
状
態
と
両
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第

二
に
、
発
明
・
発
見
を
も
た
ら
す
用
具
と
し
て
定
型
的
な
言
語
・
数
学
的
記

号
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
視
覚
・
映
像
的
記
号
が
主
役
を
演
じ
る
。
第

三
に
、
啓
示
の
正
し
さ
を
確
信
さ
せ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者
ポ
ア
ン

カ
レJules H

enri Poincaré

（1854–1912

）
に
よ
る
と
美
的
感
受
性
で
あ
る

と
い
う
。
答
え
の
均
衡
の
と
れ
た
簡
潔
性
と
体
系
性
が
、
ま
ず
感
受
性
の
ふ

る
い
に
か
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
創
造
性
は
、
た
だ
知
的
な
仕
事
で
は
な
く
、

も
っ
と
別
の
情
意
的
要
素
―
審
美
的
感
覚
を
必
要
と
す
る
。
第
四
に
、
強
い

先
入
見
や
固
定
観
念
は
創
造
性
を
妨
げ
る
。
フ
ロ
イ
ト
が
、
コ
カ
イ
ン
の
眼

科
的
麻
酔
剤
と
し
て
の
効
用
を
発
見
し
な
が
ら
、
鎮
静
剤
と
し
て
の
そ
の
役

割
に
固
執
し
す
ぎ
て
、
眼
科
の
外
科
手
術
に
適
用
す
る
と
い
う
着
想
を
発
展

さ
せ
損
な
っ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
第
五
に
、
創
造
性
と
学
業
成
績
と
は
か

な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
カ
ン
ト
や
フ
ロ
イ
ト
の
よ
う
に
、
飛
び
抜
け
て

学
業
に
優
れ
た
天
才
も
少
な
く
な
い
が
、
一
方
で
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

や
エ
ジ
ソ
ン
が
劣
等
生
扱
い
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
チ
ャ
ー

チ
ル
そ
の
他
、
学
校
そ
の
も
の
に
不
適
応
だ
っ
た
人
も
数
多
い
。［
藤
永 

保
］ 

  

こ
う
し
た
五
種
類
の
分
類
を
立
て
た
解
説
で
何
が
分
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
凡
人

と
は
ま
ず
縁
が
な
い
、
と
い
う
残
酷
な
事
実
で
あ
る
。 

 

ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九
―
一
九
四
一
年
）
の
根
本
的
概
念
が
述
べ
ら
れ
た
『
創

造
的
進
化
』（
一
九
〇
七
年
）
で
は
、
従
来
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
進
化
論
を
批
判
し
、〈
生

命
は
固
定
化
、
空
間
化
を
拒
む
も
の
で
あ
り
、
因
果
的
、
目
的
的
な
活
動
で
は
な
く
、

予
測
で
き
な
い
よ
う
な
「
生
の
弾
み

、
、
、
、
〈élan vital

〉」
（
跳
躍
、
三
二
三
頁
）
に
よ
っ

て
進
化
す
る
創
造
的
活
動
で
あ
る
〉（
第
３
章
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
神
独
占
だ
っ
た

創
造
を
人
間
に
取
り
戻
し
た
生
物
学
革
命
に
基
づ
い
て
、
生
命
の
創
造
性
を
強
調
し

た
―
―
他
方
、
相
対
性
理
論
な
ど
物
理
学
革
命
に
啓
発
さ
れ
て
創
造
性
を
主
張
し
た

哲
学
者
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
（
一
八
六
一
―
一
九
四
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七
年
）
で
あ
る
―

（8）

―
。
た
だ
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
種し

ゅ

と
し
て
の
話
で
あ
り
、
人
類

に
お
い
て
は
、「
芸
術
家
的
直
観
」
な
い
し
「
美
的
感
受
性
」
に
恵
ま
れ
ず
、
地
に
取

り
残
さ
れ
た
個
人
が
、
圧
倒
的
に
多
い
は
ず
だ
。
生
命
の
一
側
面
と
し
て
、
生
殖
を

考
え
れ
ば
、「
創
造
は
す
れ
ど
も
、
独
創
性
は
な
し
」
と
な
る
。
通
常
、
類
型
の
生
産

は
あ
っ
て
も
、「
跳
躍
」
な
ど
な
い
か
ら
だ
。 

 

人
間
に
は
精
神
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
で
は
大
半
の
個
人
が

篩
ふ
る
い

に
か
け
ら
れ
、

地
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
余
り
に
無
残
で
は
な
い
か
。 

 

そ
う
で
は
あ
り
な
が
ら
、
一
縷
の
望
み
も
な
く
は
な
い
。
探
せ
ば
、
一
般
社
会
に

生
き
る
わ
れ
わ
れ
凡
人
に
も
、
創
造
に
関
与
で
き
る
も
の
が
あ
る
に
違
い
な
い
。 

「
文
化
を
創
造
す
る
。
創
造
的
な
仕
事
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
し
、
創
造
性
に
つ

い
て
、「
新
奇
で
独
自
か
つ
生
産
的
な
発
想
を
考
え
出
す
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
能
力
」

と
一
般
的
な
定
義
も
得
た
。
こ
れ
な
ら
、
楽
観
的
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
奇
想

と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
新
し
い
着
想
や
発
想
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ

う
。 

 

こ
の
新
し
い
発
想
、
新
奇
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
る
も
の
を
出
す
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。
心
理
学
的
に
は
、
そ
の
方
法
論
が
さ
ま
ざ
ま
提
案
さ
れ
て
い
る
。『
ニ
ッ
ポ

ニ
カ
』
の
コ
メ
ン
ト
を
見
て
み
た
い
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
陸
軍
作

戦
局
に
動
員
さ
れ
、
臨
機
応
変
の
対
処
能
力
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
た
が
、

こ
の
体
験
に
基
づ
い
て
創
造
性
と
知
能
と
は
別
個
の
能
力
で
あ
る
と
唱
え
る

に
至
っ
た
。
彼
は
、
一
つ
ま
た
は
少
数
の
定
型
化
さ
れ
た
解
答
様
式
が
定
ま

っ
て
い
る
よ
う
な
課
題
事
態
に
対
処
す
る
思
考
様
式
を
集
束
（
集
中
）
的
思

考
、
一
方
、
解
答
が
か
な
ら
ず
し
も
ひ
と
と
お
り
と
は
限
ら
ず
、
と
き
と
し

て
課
題
自
体
が
明
確
に
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
思

考
様
式
を
拡
散
的
思
考
と
よ
ん
で
、
こ
の
二
つ
を
区
別
し
た
。
前
者
の
能
力

が
知
能
、
後
者
の
能
力
が
創
造
性
で
あ
る
と
い
う
。 

  

命
に
関
わ
る
窮
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
、
人
間
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
か
。

刻
々
と
変
わ
る
事
態
に
ど
れ
だ
け
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。

既
存
の
方
法
で
は
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な
い
。
真
に
、
、
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。 

 

 

こ
の
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
構
想
に
基
づ
い
て
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
創
造
性

テ
ス
ト
が
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
本
質
は
、
質
量
両
面
で
の
連
想
の
豊
か
さ
の

計
測
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
新
聞
紙
の
よ
う
な
日
常
あ
り
ふ
れ
た
物
品
の
用

途
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
あ
〔
挙
〕
げ
る
、
無
意
味
な
線
画
に
付
け
加
え

て
絵
画
を
完
成
す
る
、
な
ど
の
テ
ス
ト
が
考
案
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
テ

ス
ト
を
用
い
て
の
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
創
造
性
テ
ス
ト
と
知
能
テ
ス
ト
と

は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
創
造
性
は
、
Ｉ
Ｑ
や
学
業
成
績
と
は
別
種
の
知
的

能
力
と
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
全
人
格
の
あ
り
方
に
依
存
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
［
藤
永 

保
］ 

  

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
と
臨
機
応
変
の
精
神
、
つ
ま
り
創
造
性
に
か
ら
む

問
題
に
関
し
て
は
、
知
能
、
Ｉ
Ｑ
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。 
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普
段
の
生
活
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
地
道
に
努
力
す
れ
ば
、
道
は
開
か
れ
る
、

と
い
う
昔
か
ら
の
格
言
は
、
単
な
る
類
型
的
な
格
言
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
る
知
恵

で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
創
造
性
に
資
す
る
訓
練
を
積
む
し
か
あ
る
ま
い
。「
果
報
は
寝

て
待
て
」
と
は
、「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

 

取
り
あ
え
ず
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
知
識
―
―
と
り
わ
け
、
科
学
盲
信
に
陥

ら
な
い
た
め
の
科
学
的
知
識
―
―
は
増
や
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
い
つ
か

閃
ひ
ら
め

き
が
訪
れ
る
時
も
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
い
に
来

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
、
運
が
与く

み

し
な
か
っ
た
と
諦
め
る
し
か
な
い
。
努
力

を
怠
っ
た
時
こ
そ
、
停
止
の
瞬
間
な
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

３ 

  

上
の
議
論
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
独
創
と
創
造
と
は
似
て

非
な
る
も
の
で
あ
る
。
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。 

「
独
創
性
」
と
は
、
他
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
「
派
生
」
し
た
の
で
は
な
い
、
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
科
学
的
発
見
や
芸
術
作
品
が
独
創
的
だ
と
は
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

の
よ
う
に
先
駆
者
が
お
ら
ず
、
初
め
て
出
て
き
た
場
合
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
成

り
立
つ
言
明
で
あ
る
。
加
え
て
、
独
創
性
と
は
通
常
、
公
に
誰
で
も
観
察
で
き
る
事

物
に
つ
い
て
言
え
る
の
で
あ
り
、「
新
し
さ
」
が
決
定
的
に
求
め
ら
れ
る
。

（9）

 

 

こ
れ
に
対
し
、
創
造
性
は
一
般
に
人
に
は
見
え
な
い
。「
創
造
的
」
の
反
対
語
は
、

「
派
生
的
」・「
模
倣
的
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
機
械
的
」
で
あ
る
（P

hilosophy of 

C
reativity, p. 19

）。
独
創
性
と
創
造
性
は
質
的
に
異
な
る
の
だ
。 

 

日
本
創
造
学
会
の
高
橋
誠
は
二
つ
を
区
別
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
異
な
っ
た
考
え

方
に
立
つ
。
い
わ
く
、
独
創
性
は
創
造
性
を
土
台
に
し
て
お
り
、
互
い
に
つ
な
が
っ

て
い
て
、
そ
の
差
は
レ
ベ
ル
の
上
下
に
過
ぎ
な
い
、
と
。
そ
の
創
造
性
の
定
義
を
み

て
み
た
い
。
下
段
は
領
域
を
示
す
。 

 

人
が
、 

 
 

創
造
的
人
間
／
発
達 

問
題
を
、 

 
 

問
題
定
義
／
問
題
意
識 

異
質
な
情
報
群
を
組
み
合
わ
せ
、 

情
報
処
理
／
創
造
思
考 

総
合
し
て
解
決
し
、 

 

解
決
手
順
／
創
造
技
法 

社
会
あ
る
い
は
個
人
レ
ベ
ル
で
、 

創
造
性
教
育
／
天
才
論 

新
し
い
価
値
を
生
む
こ
と 

評
価
法
／
価
値
論 

 

で
あ
る
（
日
本
創
造
学
会
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
創
造
の
定
義
〉
）。
こ
れ
は
む
し
ろ
定

義
と
い
う
よ
り
、「
既
知
、
、
の
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
論
的
な
叙
述
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
。 

 

高
橋
は
例
示
す
る
、〈
平
仮
名
・
片
仮
名
を
発
明
し
た
り
、
浮
世
絵
・
歌
舞
伎
な
ど

独
特
の
文
化
を
創
り
出
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
に
は
独
創
性
が
あ
る
。
な
の
に
、
今

ま
で
あ
ま
り
に
も
自
国
〔
民
〕
の
独
創
性
を
軽
視
し
て
き
た
〉
と
。
短
歌
お
よ
び
、

今
や
世
界
に
広
が
っ
た
俳
句
を
加
え
な
け
れ
ば
均
衡
を
欠
く
も
の
の
、
ず
い
ぶ
ん
励

み
に
な
る
言
説
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
話
に

と
ど
ま
り
、
独
創
性
も
創
造
性
も
、
定
義
で
あ
ろ
う
が
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
個
人
の
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精
神
構
造
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
く
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

（
一
八
七
九
―
一
九
五
五
年
）
は
相
対
性
理
論
を
独
創
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
神

は
サ
イ
コ
ロ
遊
び
を
好
ま
な
い
」
と
し
て
、
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
の
量
子
論
（
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
解
釈
）
を
頑
と
し
て
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。「
ス
ピ
ノ
ザ
的
静
止
宇

宙
論
と
決
定
論
へ
の
好
み
が
あ
っ
た
」（
田
中
裕
『
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
』
八
二
、
二
四

八
頁
）
と
は
い
う
も
の
の
、
不
可
解
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
る
ま
い
。 

 

本
邦
で
も
、
多
芸
多
才
の
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
―
八
〇
年
）
は
八
面
六
臂
の
活

躍
を
し
た
が
、
酔
っ
た
上
だ
っ
た
と
は
い
え
、
大
名
屋
敷
の
修
理
計
画
書
を
盗
ま
れ

た
と
勘
違
い
し
、
無
実
の
大
工
棟
梁
二
名
を
殺
傷
し
た
。
武
家
の
家
督
を
放
棄
し
た

文
人
・
企
業
家
・
発
明
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
。
獄
中
病
死
し
た
源
内
を
、

葬
儀
執
行
人
の
杉
田
玄
白
は
「
何
ぞ
非
常
に
死
す
る
や
」
と
嘆
い
た
。
血
迷
っ
た
魂

を
悔
や
ん
だ
わ
け
だ
。
源
内
の
魂
魄
や
い
か
ん
。
―
―
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
は
、「
人
間

は
理
性
的
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
命
題
を
間
違
い
だ
と
し
て
退
け
、「
人
間
は
間
歇

的
に
の
み
理
性
的
で
あ
る
」
と
、
言
い
直
し
た
（
『
過
程
と
実
在
』
一
三
五
頁
）
―
―
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
、
制
作
者
の
創
造
的
精
神
が
生
ん
だ
果
実
が
平
々
凡
々
で
あ
る

場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
芸
術
を
産
め
な
い
理
由
は
こ
こ

ら
辺
に
あ
り
そ
う
だ
。 

 

他
に
い
く
ら
で
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
右
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
創
造
と
は
、

い
ま
だ
に
神
秘
的
な
現
象
で
あ
り
、
専
門
の
学
会
が
組
織
さ
れ
る
ほ
ど
強
烈
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
叡
智
を
集
め
て
さ
え
解
明
で
き
な
い
と
は
、
い
よ
い

よ
も
っ
て
謎
が
深
ま
る
。 

 

哲
学
や
科
学
か
ら
の
試
み
が
い
つ
成
果
を
挙
げ
る
か
。 

 

せ
め
て
研
究
、考
察
を
重
ね
る
間
に
で
も
、外
部
に
現
れ
た
特
徴
を
分
析
す
れ
ば
、

あ
の
フ
ロ
イ
ト
も
、
い
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
さ
え
も
、
免
れ
な
か
っ
た
先
入
観
・

固
定
観
念
―
―
人
間
の
生
物
的
本
能
に
巣
食
う
こ
の
痼
疾
―
―
に
囚
わ
れ
な
い
自
由

な
発
想
の
痕
跡
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。
さ
し
あ
た
り
実
際
を
検
証
し
て
み
る
ほ
か
、

な
い
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
挙
げ
た
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
な
ど
を
思
い
出
せ
ば
よ
い
。 

 

さ
て
、
引
用
を
挟
み
、
例
な
ど
を
示
し
て
き
た
が
、
独
創
性
、
ま
た
、
似
て
非
な

る
創
造
性
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
そ
の
輪
郭
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
き
た
と
す
れ
ば
、

倖
と
し
た
い
。 

 

巷
に
あ
ふ
れ
る
、
良
案
、
新
案
の
生
み
方
に
関
す
る
指
南
書
、
解
説
書
な
ど
は
、

い
か
に
新
た
な
発
想
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
現
代

社
会
に
お
け
る
逼
迫
し
た
要
求
の
証
左
で
あ
る
。 

 

日
本
創
造
学
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
示
し
た
「
創
造
技
法
」
を
み
れ
ば
、
上
記

『
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』
で
紹
介
さ
れ
た
考
え
方
を
は
じ
め
、
す
で
に
確
立
さ
れ
た
方
法
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
一
五
種
類
あ
る
。
高
橋
誠

編
『
創
造
力
事
典
』
モ
ー
ド
学
園
出
版
局
（
一
九
九
三
年
）
の
〈
新
版
〉
日
科
技
連

出
版
社
（
二
〇
〇
二
年
）
に
は
八
八
種
も
の
技
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
開

発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
世
相
に
応
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。 

  
 
 
 
 

４ 

  

で
は
、
文
学
に
話
を
絞
っ
た
ら
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
再
四
に
な
る
が
『
ニ
ッ
ポ

ニ
カ
』
に
戻
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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創造の謎をめぐって 

 

独
創
性
の
概
念
史
に
お
い
て
決
定
的
な
年
と
目
さ
れ
る
の
は
一
七
五
九
年

で
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
Ｅ
〔
エ
ド
ワ
ー
ド
〕・
ヤ
ン
グ
の
著
書
『
独

創
的
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
』Conjectures on O

riginal C
om

position

が
出

版
さ
れ
た
年
で
あ
る
。 

（
中
略
） 

こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
２
人
の
天
才
を
典
型
と
し
て
考
え
て
い
た
。

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
あ
る
。
と
く
に
科
学
者
の
業
績
は
比
類

の
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
、

進
歩
の
概
念
を
支
え
て
き
た
。
そ
れ
が
と
く
に
創
造
主
体
の
力
と
結
び
付
け
て

考
え
ら
れ
た
と
き
、
独
創
性
の
概
念
に
結
晶
し
た
の
で
あ
る
。［
佐
々
木
健
一
］ 

  

ヤ
ン
グ
は
、
独
創
的
作
者
と
は
自
然
を
模
倣
（
ミ
メ
ー
シ
ス
）
す
る
者
で
あ
り
、

模
倣
者
と
は
他
の
作
者
を
模
倣
す
る
者
に
過
ぎ
な
い
、
と
し
た
。
他
作
を
模
倣
す
る

場
合
で
も
、
作
者
の
心
を
模
倣
せ
よ
と
説
い
た
。
自
然
の
模
倣
か
ら
生
ま
れ
る
作
者

の
想
像
力
に
高
い
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
る
（pp. 38–40

）。 

 

ヤ
ン
グ
と
直
接
関
係
は
な
い
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
は
、
創
造
性
に
つ

い
て
当
時
の
功
利
主
義
的
風
潮
に
反
発
し
た
。
Ｍ
・
Ｈ
・
エ
イ
ブ
ラ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、

ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
は
、
単
に
自
然
を
写
す
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
、
詩
人
自
身

が
「
光
を
放
つ
光
源
」（
す
な
わ
ち
ラ
ン
プ
）
だ
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
詩
人
の

光
が
照
ら
し
出
し
た
も
の
を
鏡
（
す
な
わ
ち
心
）
が
映
す
。
映
っ
た
も
の
を
表
出
し

た
結
果
が
詩
で
あ
る
（T

he M
irror and the L

am
p, pp. 21

‐3, 58–60, 67

）。
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
も
Ｐ
・
Ｂ
・
シ
ェ
リ
ー
も
、
詩
人
と
は
一
種
神
が
か
り
的
な

存
在
で
あ
る
と
主
張
し
、
後
者
は
『
詩
の
弁
護
』（pp. 102–38

）
に
お
い
て
、
タ
ッ

ソ
ー
の
「
創
造
者
の
名
に
値
す
る
も
の
は
、
神
と
詩
人
を
お
い
て
な
し
」
を
引
用
し

て
、
そ
の
超
越
性
を
唱
え
た
。
こ
の
限
り
、
プ
ラ
ト
ン
お
よ
び
そ
の
後
継
者
プ
ロ
テ

ィ
ノ
ス
の
イ
デ
ア
論
に
戻
っ
た
わ
け
だ
。 

 

一
方
、
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ツ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
、
弟
二
人
へ
の
手
紙
（
一

八
一
七
年
）
で
、
か
の
有
名
な
「
消
極
的
能
力
」‘negative capability’ 

を
提
唱
し
、

作
品
中
、
焦
っ
て
事
実
や
理
由
を
求
め
ず
、
不
確
実
、
不
可
解
、
疑
惑
な
ど
の
た
だ

中
に
留
ま
る
能
力
を
高
く
賞
揚
し
た
。
自
我
に
よ
る
真
理
探
究
を
捨
て
た
と
こ
ろ
に

独
創
性
を
見
た
の
で
あ
る
。
自
作
に
も
応
用
し
、
個
人
的
な
感
情
を
吐
露
し
な
か
っ

た
の
み
な
ら
ず
、
墓
碑
銘
に
、
自
分
の
詩
は
「
水
で
書
か
れ
た
」‘w

rit in w
ater’ 

と

記
す
よ
う
指
定
し
た
。
痕
跡
の
残
る
イ
ン
ク
（‘w

rit in ink’

）
で
は
な
く
、
消
え
去

る
の
で
あ
る
。

（10）

と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
詩
人
の
特
権
性
を
再
表
明
し
た
点
に

こ
そ
、
ロ
マ
ン
派
的
な
特
徴
が
あ
る
。 

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
天
才
の
典
型
で
あ
る
と
は
、
ヤ
ン
グ
（pp. 34–6

）
や
キ
ー
ツ

の
時
代
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
で
も
変
わ
り
が
な
い
。
「
万
人
の
心
を
持
っ
た
」

‘m
yriad-m

inded’

（
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
『
文
学
評
伝
』
第
一
五
章
）
詩
人
で
あ
ろ
う
が
、

「
消
極
的
能
力
」
と
指
摘
さ
れ
よ
う
が
、
全
四
三
編
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
が
種
本
に

依
拠
し
て
お
り
、
そ
う
で
な
い
作
品
は
『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』
、『
夏

の
夜
の
夢
』
、
『
あ
ら
し
』
、『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
な
ど
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の

顰
ひ
そ
み

に
な
ら
え
ば
、
寄
せ
絵
を

作
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
元
の
話
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
一
流
の
意
味
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を
生
じ
さ
せ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
だ
。 

 
コ
ン
ラ
ッ
ド
も
カ
フ
カ
も
、
ま
た
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ジ
ョ
イ
ス
も
、
古
典
に
依

拠
し
た
り
、
古
来
の
形
式
を
踏
襲
し
た
り
、
と
類
似
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
突
然

変
異 ‘m

utation’ 

と
し
て
現
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
風
に
言
う
と
、
生、

の
弾
み

、
、
、
〈élan vital
〉
（
跳
躍
）
を
果
た
し
た
。
旧
来
の
作
を
熟
読
玩
味
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
作
品
を
創
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
―
―
つ
い
で
な
が
ら
、
マ
ー
チ

ン
・
リ
ン
ド
ー
ア
ー
は
、
作
品
に
現
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
人
相
、
共
感
覚
な
ど
に
注
目

し
た
。
ス
イ
ス
人
Ｊ
・
Ｃ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
タ
ー
の
観
相
学
が
一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世

紀
に
書
か
れ
た
小
説
の
人
物
造
形
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
、
今
後
こ
の
分
野

で
の
研
究
が
肝
要
で
は
な
い
か
、
と
提
言
し
て
い
る
（P

sychology of C
reative 

W
riting, pp. 124–8

）
―
―
。 

  

本
邦
の
文
学
で
は
、
松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
―
九
四
年
）
の
独
創
性
が
「
か
る
み
」

の
境
地
と
し
て
現
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
蕉
風
」
で
あ
る
。 

 

で
は
、「
か
る
み
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
饗
庭
孝
男
に
よ
れ
ば
〈
和
歌

の
「
風
雅
」
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
日
常
の
「
俗
」〔
日
常
的
な
事
柄
〕
を
自
由
に
表

現
し
、
和
歌
の
俳
諧
的
要
素
に
市
民
権
を
与
え
る
こ
と
〉（
二
三
九
頁
）
で
あ
り
、
竹

下
義
人
に
従
え
ば
「
日
常
卑
近
な
こ
と
が
ら
を
趣
向
作
意
を
廃
し
て
素
直
か
つ
平
明

に
表
現
」（
二
一
六
頁
）
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
背
景
に
、
俳
諧
の
放
埓
化
・
晦
渋
化

が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
両
説
と
も
、
や
や
情
緒
的
な
言
い
方
で
あ
り
、
一
見
、
誰
に

で
も
で
き
そ
う
だ
と
い
う
錯
覚
な
い
し
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
。
芭
蕉
の
門
人
た
ち

に
も
多
く
の
凡
庸
な
句
が
あ
っ
た
通
り
、
と
う
て
い
容
易
な
業
で
は
あ
る
ま
い
。 

  

東
洋
哲
学
の
立
場
か
ら
芭
蕉
を
見
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。 

 

井
筒
俊
彦
は
、
本
質
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
。
イ
ス
ラ
ム
哲
学
で
い
う
フ
ウ
ィ

ー
ア
「
具
体
的
個
体
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
、
マ
ー
ヒ
ー
ヤ
「
普
遍
的
リ
ア
リ
テ
ィ
」

で
あ
る
。
井
筒
に
よ
れ
ば
、
芭
蕉
は
こ
の
二
つ
を
同
時
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
の
、
、

を
捉
え
た
。 

 

現
実
の
経
験
の
世
界
に
生
々
と
現
前
す
る
も
の
、
、
を
・
・
・
そ
の
も
の
、
、
の
純
粋

な
形
象
を
・
・
・
詩
的
言
語
に
現
前
さ
せ
よ
う 

 

と
し
た
（
『
意
識
と
本
質
』
五
一
頁
）。
個
別
性
と
普
遍
性
の
二
つ
を
同
時
に
成
立
さ

せ
た
と
こ
ろ
が
独
創
で
あ
り
、
並
み
の
詩
人
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
松
の
事
は
松
に

習
へ
、
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
」
、
続
い
て
「
私
意
を
離
れ
よ
」
と
い
う
芭
蕉
の
教
え

（
服
部

は
っ
と
り

土
芳

と
ほ
う

『
三
冊
子

さ
ん
ぞ
う
し

』
一
七
〇
三
〔
元
禄
一
六
〕
年
頃
成
立
、
「
赤
冊
子
」
）
は
、

事
物
の
普
遍
的
「
本
質
」
を
信
じ
た
発
言
で
あ
っ
た
。
井
筒
は
、
も
う
一
歩
立
ち
入

る
。 

 

こ
の
普
遍
的
「
本
質
」
を
普
遍
的
実
在
の
ま
ま
で
は
な
く
、
個
物
の
個
的
実

在
性
と
し
て
直
観
す
べ
き
こ
と
を
彼
〔
芭
蕉
〕
は
説
い
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、

マ
ー
ヒ
ー
ヤ
の
フ
ウ
ィ
ー
ヤ
へ
の
転
換
を
問
題
と
し
た
。
マ
ー
ヒ
ー
ヤ
が
突

如
と
し
て
フ
ウ
ィ
ー
ヤ
に
転
成
す
る
瞬
間
が
あ
る
。
こ
の
「
本
質
」
の
次
元

転
換
の
微
妙
な
瞬
間
が
間
髪
を
容
れ
ず
詩
的
言
語
に
結
晶
す
る
。
俳
句
と
は
、
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芭
蕉
に
と
っ
て
、
実
在
的
緊
迫
に
充
ち
た
こ
の
瞬
間
の
ポ
エ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。

（
五
七
頁
） 

  

極
め
て
難
し
い
言
い
方
で
あ
る
が
、
私
心
を
捨
て
て
松
や
竹
と
一
体
化
す
れ
ば
、

そ
の
普
遍
的
実
在
が
表
れ
て
く
る
、
す
る
と
、
目
の
前
の
事
物
が
個
的
実
在
と
し
て

立
ち
現
れ
る
瞬
間
が
あ
る
、
こ
れ
を
句
に
と
ら
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
机

上
の
詩
作
で
は
な
く
、
実
践
が
非
常
に
重
要
な
の
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
リ
ル
ケ
は
マ
ー
ヒ
ー
ヤ
（
普
遍
性
）
を
排
し
、
体
験
に
基
づ
く
確
信

を
も
っ
て
フ
ウ
ィ
ー
ヤ
（
個
別
性
）
へ
赴
く
と
さ
れ
る
。〈
フ
ウ
ィ
ー
ヤ
と
し
て
の
本

質
を
、「
意
識
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
底
辺
に
探
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
一
種
の
深
層

心
理
領
域
で
あ
っ
た
〉
（
七
五
頁
）
。 

 

国
学
四
大
人

し

う

し

の
一
人
で
あ
る
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
年
）
に
つ
い
て

も
、
井
筒
は
、
中
国
思
想
の
概
念
的
・
抽
象
的
思
惟
を
排
し
て
、
即
物
的
思
考
法
を

説
く
、
と
す
る
。「
物
の
あ
は
れ
」
が
そ
れ
で
あ
り
、 

 

物
に
じ
か
、
、
に
触
れ
る
。・
・
・
一
挙
に
そ
の
物
の
心
を
・
・
・
内
側
か
ら
つ
か

む
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
一
切
の
事
物
の
唯
一
の
正
し
い
認
識
方
法
で
あ
る 

 

と
い
う
（
三
五
頁
）
。
こ
れ
も
マ
ー
ヒ
ー
ヤ
を
排
し
、
フ
ウ
ィ
ー
ヤ
へ
赴
い
た
例
で
あ

ろ
う
。 

 

対
し
て
、〈
マ
ラ
ル
メ
は
個
体
性
を
無
化
し
つ
く
し
、
マ
ー
ヒ
ー
ヤ
に
向
か
い
、
万

物
無
化
の
体
験
を
し
た
。
虚
無
の
後
に
美
を
見
出
し
た
。
つ
い
に
は
、
時
間
性
の
支

配
か
ら
存
在
者
を
救
出
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。
コ
ト
バ
は
事
物
を
殺
す
も
の
で
、

経
験
的
事
物
を
殺
す
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
普
遍
的
実
在
の
生
起
な
の
だ
。
つ
ま
り
マ

ラ
ル
メ
の
言
語
は
、
事
物
を
永
遠
の
現
実
性
の
な
か
に
移
す
絶
対
言
語

、
、
、
、
な
の
で
あ
る
〉

（
七
五
―
九
頁
）。 

  

こ
う
し
て
み
る
と
、
独
創
と
は
、
も
の
、
、
に
対
す
る
接
し
方
、
つ
ま
り
個
別
性
と
普

遍
性
に
分
か
れ
た
本
質
を
、
い
か
に
詩
的
言
語
に
統
一
し
、
あ
る
い
は
分
離
し
、
現

前
さ
せ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
な
る
。
ま
こ
と
に
見
事
な
説
明
だ
と
言
う
ほ
か
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
芭
蕉
は
言
葉
を
も
の
、
、
と
し
て
扱
っ

た
。
つ
ま
り
対
象
を
形
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
同

時
に
普
遍
性
を
獲
得
す
る
難
行
に
成
功
し
た
。
後
に
弟
子
た
ち
が
称
揚
し
た
「
不
易

流
行
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。
芭
蕉
四
三
歳
の
時
、
一
六
八
六

（
貞
享
三
）
年

閏
う
る
う

三
月
刊
行
の
仙
北
編
『

蛙

合

か
は
づ
あ
は
せ

』
に
所
収
さ
れ
た
周
知
の
一
句

を
挙
げ
よ
う
。 

 

古
池

ふ
る
い
け

や

蛙
か
は
づ

飛と

び
こ
む
水み

づ

の
音お

と 

  

ま
ず
、
静
寂
―
―
死
と
い
う
説
も
あ
る
―
―
を
連
想
さ
せ
る
古
池
を
提
示
し
、
次

い
で
、
和
歌
で
は
鳴
く
も
の
と
し
て
の

蛙
か
は
づ

、
つ
ま
り
鳴
（
音
）
を
孕
ん
だ
も
の
、
、（
蛙
）

を
配
置
す
る
。
そ
の
危
う
さ
か
ら
一
転
し
て
、
生
き
も
の
、
、
が
、
動
き
へ
と
転
じ
る
。

情
景
と
し
て
は
完
璧
で
あ
る
。 

 

蕉
門
十
哲
の
一
人
、
各
務

か
が
み

支
考

し
こ
う

（
『
葛く

ず

の
松
原
』
一
六
九
三
〔
元
禄
六
〕
年
）
に
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よ
れ
ば
、
芭
蕉
は
門
人
た
ち
と
一
緒
に
池
端
を
散
策
し
な
が
ら
、

蛙
か
は
づ

が
次
々
と
水

に
飛
び
込
む
音
を
聞
い
て
、
下
七
五
が
先
に
で
き
た
そ
う
だ
。
芭
蕉
庵
に
隣
接
し
た

自
然
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
際
に
は
、
人
の
気
配
に

驚
い
て
蛙
が
水
に
飛
び
込
ん
だ
の
だ
。
複
数
で
あ
る
が
、
読
者
は
、
一
匹
だ
っ
た
と

理
解
し
て
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

蛙
か
は
づ

は
、
目
の
前
の
古
池
の
蛙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
ど
の
池
の
、

ど
の
蛙
で
も
よ
い
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
両
方
と
も
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

全
国
に
本
句
の
句
碑
が
あ
る
事
実
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
古
池
を
背
景
に
、

も
の
、
、
性
が
蛙
に
付
随
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
た
上
、
読
者
（
作
者
で
は
な
く
）

の
期
待
を
裏
切
っ
て
、
鳴
か
ず
に
飛
び
込
む
。
こ
の
動
き
が
、
別
の
音
（
風
雅
で
は

な
い
平
俗
の
音
）
を
発
す
る
風
情
を
喚
起
さ
せ
、
古
池
の
静
け
さ
を
強
調
し
、
と
連

想
を
次
々
に
引
き
起
こ
す
。

（11）

一
瞬
の
水
音
と
共
に
水
面
に
は
波
紋
が
広
が
り
、
余
韻

と
な
る
。
最
後
は
聞
こ
え
な
い
音
と
な
っ
て
収
束
す
る
。
い
や
、
収
束
す
る
だ
け
で

な
く
、
波
紋
と
同
じ
よ
う
に
拡
散
し
さ
え
す
る
。 

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
、
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ツ
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
、
近
く
は
カ
フ
カ
に
も

共
通
し
て
み
ら
れ
る
、
イ
メ
ー
ジ
の
流
れ
や
連
合
に
よ
る
究
極
の
効
果
で
あ
る
。

（12）

「
水

の
音
」
は
―
―
芭
蕉
や
門
人
た
ち
は
聞
い
た
が
―
―
読
む
者
の
耳
に
は
直
接
聞
こ
え

な
い
。
そ
う
し
た
架
空
の
音
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脳
裏
に
響
く

の
で
あ
る
。
聞
こ
え
な
い
音
こ
そ
尊
い
。 

 

音
を
さ
え
波
紋
に
重
ね
、
も
の
、
、
と
し
て
扱
う
。
こ
の
詩
情
性
は
、
や
は
り
凡
人
で

は
叶
わ
な
い
到
達
点
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

と
は
い
っ
て
も
、
諦
め
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。 

  

最
近
の
研
究
動
向
を
眺
め
れ
ば
、
更
な
る
地
平
が
開
か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。 

「
拡
散
的
思
考
」‘divergent thinking’ 

に
関
わ
る
脳
科
学
の
成
果
を
元
に
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
心
理
学
者
ス
コ
ッ
ト
・
バ
リ
ー
・
カ
ウ
フ
マ
ン
は
「
動
機
の
強
度
」

が
創
造
性
に
か
か
わ
る
と
し
た
。
何
か
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
、
あ
る
い
は
、

回
避
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
ど
れ
だ
け
強
く
感
じ
る
か
。
強
い
ほ
ど
創
造
性
が
高
ま

る
と
い
う
説
で
あ
る
（U

ngifted, pp. 248–88

〔263

〕
）。
Ｉ
Ｑ
と
は
や
は
り
余
り
関

係
が
な
い
（262, 281

）。 

 

例
を
挙
げ
れ
ば
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
若
く
し
て
三
児
の
父
と
な
っ
た
挙
句
、
座

付
き
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
劇
場
の
株
主
で
あ
り
、
検
閲
官
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
な

が
ら
、観
客
を
惹
き
付
け
な
け
れ
ば
役
者
も
ろ
と
も
他
と
の
競
争
に
勝
て
な
か
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
元
船
長
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
妻
に
悩
ま
さ
れ
つ

つ
、
出
版
社
に
大
枚
の
借
金
を
重
ね
た
結
果
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
国
作
家
た
ち
に
負

け
な
い
作
品
を
書
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
ユ
ダ
ヤ
人
カ
フ
カ
は
、

人
種
間
の
摩
擦
、
階
級
的
闘
争
の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
父
親
と
の
軋
轢

に
苦
し
み
抜
き
、
嫌
い
な
会
社
勤
務
に
も
辟
易
し
な
が
ら
強
迫
的
に
小
説
を
書
き
続

け
た
。 

 

本
邦
で
は
、
曲
亭
（
滝
沢
）
馬
琴
（
一
七
六
七
―
一
八
四
八
年
）
が
、
恩
師
で
あ

っ
た
山
東
京
伝
と
対
立
し
た
り
、
離
反
し
た
か
つ
て
の
仲
間
連
中
に
対
す
る
悪
口
を

さ
ん
ざ
ん
日
記
に
書
き
殴
り
つ
つ
、
大
長
編
を
書
き
抜
い
た
し
、
夏
目
漱
石
（
一
八

六
七
―
一
九
一
六
年
）
も
、
同
じ
境
遇
で
あ
る
は
ず
の
留
学
生
仲
間
に
イ
ギ
リ
ス
で
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狂
人
扱
い
さ
れ
、
家
庭
内
の
確
執
や
慢
性
病
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
、
つ
い
に
は
、
大

学
教
員
職
を

擲
な
げ
う

ち
、
自
ら
熱
望
し
て
い
た
小
説
家
稼
業
に
方
向
転
換
し
た
。 

 

他
に
も
羨
望
、
嫉
妬
、
不
安
、
疎
外
、
拒
絶
、
反
感
、
鬱
と
い
っ
た
否
定
的
感
情

な
い
し
疾
病
の
み
な
ら
ず
、
野
心
、
美
意
識
、
正
義
感
な
ど
肯
定
的
感
情
ま
で
、
作

家
や
詩
人
を
突
き
動
か
す
要
因
は
多
い
で
あ
ろ
う
（Jane P

irto, P
sychology of 

C
reative W

riting, pp. 8–18
）。
な
る
ほ
ど
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
う
し
た
要
因
を
引

き
起
こ
す
環
境
が
強
い
動
機
を
も
た
ら
し
、
創
作
意
欲
を
高
め
た
と
い
え
る
か
も
知

れ
な
い
。 

 

今
後
も
、〈
本
態
に
明
快
な
結
論
が
出
て
い
な
い
〉
創
造
性
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
研
究
が
進
む
は
ず
だ
。
日
本
創
造
学
会
の
勧
め
る
「
創
造
技
法
」
は
そ

の
技
術
的
な
指
針
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
有
益
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
ど
う
も
、

「
未
知
、
、
の
問
題
」
に
対
し
て
有
効
か
ど
う
か
、
不
明
で
あ
る
。
ま
し
て
文
学
に
お
い

て
は
、
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。 

 

未
開
発
の
領
域
は
ま
だ
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
。
作
家
、
詩
人
た
ち
の
創

作
欲
求
が
い
か
に
内
奥
深
く
根
差
し
て
い
る
か
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

５ 

  

一
方
、
芸
術
に
限
ら
ず
、
先
入
観
・
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
な
い
、
独
創
的
な
デ
ザ

イ
ン
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
製
品
、
発
見
、
考
え
方
等
々
と
い
う
現
象
は
、
あ
ら
ゆ

る
説
明
を
超
越
し
て
起
こ
っ
た
し
、
将
来
も
起
こ
る
。 

 

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
最
も
有
名
な
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
引
こ
う
。「
我
々
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
。
我
々
は
何
も
の
な
の
か
。
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」（
一
八
九
七

―
八
年
）。

（13）
人
間
存
在
に
関
わ
る
根
本
的
な
疑
義
で
あ
る
が
、「
我
々
」
の
代
わ
り
に

「
創
造
性
」
と
置
け
ば
、
黄
麻

こ
う
ま

画
布
に
表
わ
さ
れ
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
切
実
な
問
い
は
、

い
く
ら
か
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
も
し
か
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
、
さ
ら
に
切
実
さ
を
増
す
か
も
知
れ
な
い
。 

 

と
い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
独
創
性
に
し

ろ
、
創
造
性
に
し
ろ
、
概
念
の
縁ふ

ち

に
足
を
止
め
た
ま
ま
、
凝
然
と
佇
む
だ
け
で
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。 

 

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
哲
学
の
役
割
は
科
学
の
役
割
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
」

と
科
学
的
研
究
を
極
め
て
重
視
し
、
自
ら
堅
忍
不
抜
の
努
力
を
重
ね
た
。
他
の
著
作

も
そ
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
う
い
う
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
比
喩
に
な
ら
え
ば
、
歩
き
方
を
い

く
ら
工
夫
し
て
も
、
水
泳
の
方
法
は
見
つ
か
ら
な
い
。「
行
動
性
の
バ
ネ
を
最
高
に
緊

張
さ
せ
」（
三
〇
五
頁
）
、
水
に
向
か
っ
て
飛
び
込
む
に
如し

く
は
な
か
ろ
う
（
二
四
六

頁
）。
飛
び
込
ん
だ
者
の
み
が
、
実
践
へ
の
敷
居
を
超
え
る
の
で
あ
る
。 
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註 

 
（
1
）
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
は
、
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の
場
合
、
「
絵
が
、
隠
す
か
、
暴
く
か
、
た

め
ら
っ
て
い
る
」
と
評
し
た
（
『
美
術
論
集
―
―
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
か
ら
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト

ま
で
』
沢
崎
浩
平
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
六
年
、
五
五
頁
）
。 

（
2
）
無
を
前
提
と
す
る
思
考
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
考
え
方
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進

化
』（
一
九
〇
七
年
）
合
田
正
人
・
松
井
久
訳
、〈
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〉
、
二
〇
一
〇
年
、
第

４
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
「
存
在
は
、
無
の
征
服
と
し
て
私
に
現
れ
る
」
（
三
四
九
頁
）

な
ど
。
西
田
幾
多
郎
も
、
有
か
無
か
の
二
元
論
を
排
し
、
知
即
行
、
行
即
知
、
あ
る
い
は

主
客
合
一
と
い
う
一
元
論
を
主
張
し
た
。
そ
の
背
景
と
な
る
意
識
の
根
源
的
統
一
力
に
つ

い
て
は
、
『
善
の
研
究
』
（
一
九
一
一
年
）
全
註
釈
小
坂
国
継
、
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉
、
二

〇
〇
六
年
、
七
九
頁
ほ
か
を
参
照
。 

（
3
）
プ
ラ
ト
ン
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
田
中
美
知
太
郎
訳
、
『
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
五
年
、22C

（
六
四
頁
）
、
『
パ
イ
ド
ロ
ス
（
美
に
つ
い
て
）
』
藤
沢
令
夫
訳
、

『
全
集
』
第
五
巻
、
一
九
七
四
年
、265B

（
二
三
〇
頁
）
、
『
メ
ノ
ン
―
―
徳
に
つ
い
て
』

藤
沢
令
夫
訳
、
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
九
七
四
年
、99D

（
三
三
〇
頁
）
、
及
び
『
イ
オ
ン

―
―
「
イ
リ
ア
ス
」
に
つ
い
て
―
―
』
森
進
一
訳
、
『
全
集
』
第
一
〇
巻
、
一
九
七
五
年
、

533E–534A

（
一
二
八
頁
）
。 

（
4
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
朴
一
功
訳
、
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一

七
年
、1451B

（
五
〇
八
頁
）
。 

（
5
）
カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
（
一
七
九
〇
年
）
、
『
全
集
』
第
八
巻
、
原
祐
訳
、
理
想
社
、

一
九
六
五
年
、
二
〇
四
―
五
七
（
二
一
八
、
二
二
六
、
二
三
〇
）
頁
。 

（
6
）
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ワ
ー
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
（
一
八
一
九
年
）
第
三
部
、

茅
野
良
男
他
訳
、
『
全
集
』
第
三
巻
、
白
水
社
、
二
〇
〇
四
年
、
正
編
Ⅲ
、
三
六
頁
。 

（
7
）
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
（
一
八
七
二
年
）
西
尾
幹
二
訳
、
中
央
公
論
社
〈
中
公
ク

ラ
シ
ッ
ク
ス
〉
、
二
〇
〇
四
年
、
第
一
節
、
五
―
一
三
頁
、
他
。 

（
8
）
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
「
創
造
性
は
、
す
べ
て
の
形
相
の
背
後
に
あ
る
究
極
的

な
も
の
で
あ
り
、
形
相
で
は
説
明
で
き
ず
、
そ
れ
が
創
る
種
々
の
創
ら
れ
た
も
の
に
よ
っ

て
制
約
さ
れ
て
い
る
。
・
・
・
〈
創
造
性
〉
は
新
し
さ

、
、
、
の
原
理
で
あ
る
。
現
実
的
契
機
は
、

そ
れ
が
統
合
す
る
〈
多
〉
の
う
ち
に
あ
る
ど
ん
な
実
質
と
も
区
別
さ
れ
た
新
し
い
実
質
で

あ
る
」
（
『
過
程
と
実
在
』
〔
一
九
二
九
年
〕
山
本
誠
作
訳
、
松
籟
社
、
三
三
―
四
頁
）
。 

（
9
）Scott B

arry K
aufm

an and Elliot Sam
uel Paul, eds., The Philosophy of C

reativity: 

N
ew

 Essays (N
ew

 York, N
Y: O

xford U
niversity Press, 2014), pp. 18–20. 

（
10
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
『
ア
テ
ネ
の
タ
イ
モ
ン
』
一
幕
一
場
に
お
い
て
、
詩
人
に
詩
作
の

実
際
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
る
。「
詩
は
ゴ
ム
の
樹
液
の
よ
う
に
／
自
然
に
生
ま
れ
自
然

に
に
じ
み
で
る
」
、「
自
由
に
漂
う
私
の
詩
ご
こ
ろ
は
／
特
定
の
ど
こ
か
で
立
ち
止
ま
っ
た

り
せ
ず
、
広
大
な
海
を
／
ど
こ
ま
で
も
進
ん
で
い
く
。
私
の
航
路
に
は
／
誰
か
を
狙
っ
た

悪
意
の
矢
弾
は
ひ
と
言
も
な
く
、
／
鷲
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
高
く
飛
翔
し
／
な
ん
の
痕
跡

も
残
し
ま
せ
ん
」（
松
岡
和
子
訳
）
と
。
キ
ー
ツ
が
こ
の
台
詞
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
否

か
闡
明
し
な
い
が
、
自
身
の
詩
作
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
も
キ
ー
ツ
に
も
、
苦
吟
の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お ‘w

rit in w
ater’ 

は
『
ヘ
ン
リ
ー
八
世
』
四
幕
二
場
四
五
―
六
行
： ‘M

en’s evil m
anners live in brass, their 

virtues |  W
e w

rite in w
ater.’

（
人
の
悪
行
は
真
鍮
に
刻
ま
れ
、
徳
行
は
水
に
書
か
れ
る
）

に
由
来
す
る
。
「
水
で
書
く
」
と
い
う
解
釈
も
不
可
能
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
両
方
で
あ

ろ
う
。 

（
11
）
た
だ
、
森
山
茂
が
言
う
よ
う
に
（
一
六
五
―
六
頁
）
、
こ
の
句
の
文
化
的
背
景
は
翻
訳

不
可
能
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
に
と
っ
て
、
蛙 ‘frog, frogs’ 

と
い
え
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に

フ
ラ
ン
ス
人
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
、
翻
訳
者
を
難
じ
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
も
の
の
、

直
訳
す
る
と
、
む
し
ろ
揶
揄
と
か
滑
稽
味
を
滲
ま
せ
る
結
果
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
（
た

と
え
ば
デ
カ
ル
ト
）
が
蛙
よ
ろ
し
く
古
池
に
飛
び
込
む
姿
を
想
像
す
れ
ば
よ
い
。
も
っ
と
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創造の謎をめぐって 

も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
独
創
的
で
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
い
が
。 

（
12
）
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方
と
そ
の
実
例
は
、
以
下
で
取
り
上
げ
た
。
「
復
讐
悲
劇
と
『
ハ
ム

レ
ッ
ト
』
」
早
稲
田
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
』
第
六
一
号
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
、

一
二
七
―
三
八
頁
で
は
、
と
く
に
「
ソ
ネ
ッ
ト
七
三
番
」
に
見
ら
れ
る
収
斂
の
イ
メ
ー
ジ

群
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。「
カ
フ
カ
『
変
身
』
―
―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
徒
か
ら
み
た
―

―
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
六
年
、
七
九
―
一
〇
六

頁
に
お
い
て
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
下
降
の
イ
メ
ー
ジ
を
跡
付
け
た
。「
言
葉
の
闇
―
―

コ
ン
ラ
ッ
ド
『
闇
の
奥
』
の
秘
密
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

文
化
学
科
『
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
七
三
―
八
九
頁

で
は
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方
に
注
意
を
喚
起
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

比
類
の
な
い
実
例
と
し
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。 

（
13
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
も
『
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
（
原
著
、
一
九
一
九
年
、
原
章
二
訳
、

平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
）
の
「
意
識
と
生
命
」
の
中
で
同
じ
言
い
方
を
用
い
て
い
る
（
一

二
頁
）
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
か
ら
引
い
た
と
は
断
っ
て
い
な
い
。
篠
原
資
明
は
パ
ス
カ
ル
か
ら
得

た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
す
る
。
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ク
版
『
パ
ン
セ
』
断
章
一
四
三
に

お
い
て
、 

 

彼
ら
（
人
々
）
か
ら
こ
う
し
た
（
自
分
お
よ
び
友
人
た
ち
の
名
誉
や
財
産
に
つ
い
て

の
）
心
づ
か
い
を
全
部
取
り
除
い
て
や
れ
ば
い
い
さ
。
な
ぜ
っ
て
言
え
ば
、
そ
う
す

れ
ば
、
彼
ら
は
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
が
何
で
あ
り
、
何
処
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行

く
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
篠
原
訳
） 

 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。 

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
も
ま
た
出
典
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
手
紙
で
「
福
音
書
に
比
す
べ
き
テ
ー
マ
」

で
あ
る
と
明
か
し
、
こ
の
大
作
を
「
哲
学
的
な
作
品
」
と
呼
ん
で
い
る
だ
け
だ
と
い
う
（
『
ベ

ル
ク
ソ
ン
』
五
頁
）。 

し
か
し
美
術
史
家
ゲ
イ
フ
ォ
ー
ド
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
フ
ェ
リ
ク

ス
・
デ
ュ
パ
ン
ル
ー
が
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
ら
当
時
の
神
学
校
生
徒
た
ち
に
教
理
問
答
を
植
え
付

け
た
際
、
そ
の
三
つ
の
基
本
的
問
答
が
「
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
、「
ど
こ
へ
行
こ

う
と
す
る
の
か
」
、「
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（G

ayford, The Yellow 

H
ouse, pp. 99

-100

）
。
後
半
生
キ
リ
ス
ト
教
に
激
烈
な
反
発
を
示
し
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
で
も
、

晩
年
、
無
意
識
の
う
ち
に
生
徒
時
代
の
経
験
が
表
面
に
現
れ
た
と
み
え
る
。 

実
は
、
同
じ
よ
う
な
問
い
は
、
紀
元
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
詩
人
ペ
ル
シ
ウ
ス
や
、
二
世

紀
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
テ
オ
ド
ト
ス
な
ど
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。
「
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

（
キ
リ
ス
ト
教
教
父
、
三
五
四
―
四
三
〇
年
）
は
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
も
の
こ
そ
、
ロ

ー
マ
の
伝
統
的
な
神
々
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
そ
の
教
会
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

だ
と
説
い
た
」
（
筒
井
賢
治
『
グ
ノ
ー
シ
ス
』
、
三
六
頁
）
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
的
な
教

理
問
答
に
採
用
さ
れ
た
の
も
宜む

べ

な
る
か
な
で
あ
る
。 
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